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研究成果の概要（和文）：教師の力量向上にとって、授業がいかにみえるかは重要な課題である。斎藤喜博は、
「教育とか授業とかにおいては『みえる』ことは『すべてだ』といってもよいくらいである」と述べている。し
かし、授業を「みる」ことと、実際に「みえる」ことは違う。本研究では、視線計測装置を用いて教師や教育実
習生の「みえ」を解明するとともに、その「みえ」をリフレクションに援用することを通して、教師の「みえ
る」力の向上方策を検討した。調査の結果、教育実習生は教室全体を見ているものの、視点が定まっていないた
め、表面しか見えていないこと、熟練教師はみたい子どもの姿など、授業をみる視点が定まっていること等がわ
かった。

研究成果の概要（英文）：  It's important to see the class more deeply for teacher's ability 
improvement.  Kihaku Saito who is a famous teacher in Japan say that it's everything to be seen in 
education. However, see the class is not equal can recognize feature and structure of the class. 
Therefore, my research focuses on teachers’ eye movement. I installed a wearable camera on an 
expert teacher and practice teacher, and tried to explore what they were looking at during lessons. 
I compared eye movement of expert teacher and practice teacher.　As a result, although the practice 
teacher was looking at the entire classroom, as she was not sure where best to look at, she was 
looking at the entire scene without a fixed purpose. On the other hand, the expert teacher’s gazing
 point was very clear as she knew which student to check on depending on the circumstance. 

研究分野： 教育工学
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１．研究開始当初の背景 
 教師の力量向上にとって、授業がいかにみ
えるかは重要な課題である。斎藤喜博（1969）
は、「教育とか授業とかにおいては『みえる』
ことは『すべてだ』といってもよいくらいで
ある」と述べている。授業において教師は、
自分にみえたように発問や指示を行う。また、
観察者として「みえた」ことをもとに、事後
協議会での議論に参加する。つまり、教師に
とって「みえる」ことは授業改善の基盤と言
え、その教師の「みえ」を可視化し、力量向
上につなげることが重要である。 
教師の「みえ」については、これまで主に

三つのアプローチで研究されてきた。一つは、
授業観察時の語りや記述を分析する方法で
ある。佐藤ら（1990）による教師の実践的思
考様式、生田（2002）によるオン・ゴーイン
グの研究等がある。二つは、授業観察後に行
われる検討会の協議過程を分析する方法で
ある。例えば北田（2007）は、校内授業研究
会における新任教師の授業のみかたの変容
を調査している。三つは、アイカメラ等を用
いて視線を計測する方法である。視線計測に
関する先行研究は数少ないが、有馬（2009）
が授業中の教師の注視行動を分析している。 
 これらの先行研究を概観すると、視線計測
装置の技術開発が進んでいるにもかかわら
ず、教師の視線そのものを扱った研究が少な
い、また教師の「みえ」の解明に終始し、そ
の「みえ」を教師自身の力量向上につなげて
研究されていないといった課題がある。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、視線計測装置を用いて教師の
「みえ」を解明するとともに、その「みえ」
をリフレクションに援用することを通して、
教師の「みえる」力の向上方策を検討するこ
とを目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1)授業観察時の視線の調査研究：授業観察
時の視線の差と意図を、経験年数や専門教科、
授業観により分析する。また、公開研究会等
で指導的立場を担う指導主事の視線と比較
検討する。 
(2)授業実施時の視線の分析および結果のフ
ィードバックによる視線の変容：授業実施時
の授業者の視線行動を授業者にフィードバ
ックし、視線行動の鏡的利用の効果を分析す
る。 
(3)熟練教師の「みえ」を若手教師および教
育実習生に伝承するための方法の検討：ウェ
アラブルカメラで記録した熟練教師の視線
を、若手教師および教育実習生が分析するこ
とを通して、熟練教師の視線を共感するよう
な試行的取り組みを実施する。 

４．研究成果 
(1)授業観察時の視線の調査研究 
 国立 X 大学附属小学校 5 年 B 組（男子 15
人，女子 15 人）において調査を行った。担
任教師 M（経験年数 21 年）による算数科の
授業「三角形や四角形の角」を、教職経験の
豊富な教師 A（教諭 20 年、指導主事 4 年、
管理職 2 年の経験を有している）と、教職大
学院のストレートマスター学生 B に参観し
てもらった。授業観察中にウェアラブルカメ
ラ（Panasonic,HX-500）を装着してもらい，
観察者の視線で授業映像を記録した。授業観
察後に，記録した授業映像を視聴しながら，
30 秒ごとに停止し，授業観察中にみていた対
象や意図，考えていたこと等についてインタ
ビューを行った。調査について同意を得た上
で，録音・録画した．30 秒ごとに映像を停止
した際の視線（静止画）と，インタビューに
おける発話データをもとに分析を行った。結
果を表 1 に示す。熟練教師と教職志望学生の
間で注視傾向に似通った傾向も見られたも
のの、同じ対象を見ていても異なる認知をし
ていたり、また授業状況に対する評価を含む
思考に違いが見られることがわかった。 
 

表 1 授業観察中の教師と学生の視線 
視線項目 視線項目 番号 A Ｂ 

A.授業者・児童を含めた全体 ① 22.2 27.3 
B.児童 全体 ② 14.1 5.1 

 発表者 ③ 10.1 8.1 

 特定のグループ ④ 3.0 4.0 

 特定の児童 ⑤ 11.1 10.1 

 発表者以外の児童 ⑥ 1.0 2.0 

 ノート ⑦ 1.0 1.0 
C.教師 授業者 ⑧ 12.1 12.1 

 T2，支援者 ⑨ 1.0 0.0 
D.教師と児童のやりとり ⑩ 8.1 8.1 

E. 学習環

境 

板書 ⑪ 5.1 5.1 
掲示物 ⑫ 1.0 1.0 

F.その他 メモ ⑬ 10.1 8.1 

 注目点なし ⑭ 0.0 8.1 

 合計(N=99)  100.0 100.0 

 
(2)授業実施時の視線の分析および結果のフ
ィードバックによる視線の変容 
 国立 X 大学附属小学校 5 年 B 組（男子 15
人，女子 15 人）の担任教師 M（経験年数 21
年）と実習生 K を対象として調査を行った。
教師と実習生に、各々算数科の授業実施中に
ウェアラブルカメラ（Panasonic,HX-500）
を装着してもらい、授業者の視線で授業映像
を記録した。授業後に、記録した授業映像を
視聴しながら、30 秒ごとに停止し、授業実施
中にみていた対象や意図、考えていたこと等
についてインタビューを行った。調査につい
て同意を得た上で、録音・録画した。30 秒ご



とに授業映像を停止した際の視線（静止画）
と、インタビューにおける発話データをもと
に分析を行った。結果を表 2 に示す。その結
果、教育実習生は子ども全員や発表者以外の
子どもなど、子どもを中心的にみていること、
現職教師も子どもに視線を配布しているが、
子ども全体ではなく、場面に合わせて抽出さ
れた複数の子どもに視線が向けられている
こと等がわかった。 
 

表 2 教師と実習生の授業中の視線 
 
視線項目 

教師 M 実習生K 

①子ども全員 21.2(21) 21.5(20) 
②子ども集団（発表者以外） 4.0( 4) 6.5( 6) 
③子ども集団（小グループ） 8.1( 8) 6.5( 6) 
④子ども集団（複数の抽出児） 27.3(27) 0.0( 0) 
⑤子ども（発表者） 6.1( 6) 20.4(19) 
⑥子ども（発表者以外） 8.1( 8) 33.3(31) 
⑦メディア（教材） 0.0( 0) 2.2( 2) 
⑧メディア（黒板） 19.2(19) 8.6( 8) 
⑨その他（掲示物・時計） 5.1( 5) 0.0( 0) 
⑩視点なし（焦点定まらず） 1.0( 1) 1.1(1) 
計 100.1(99) 100.1(93) 

 
(3)熟練教師の「みえ」を若手教師および教
育実習生に伝承するための方法の検討 
 北海道教育大学教職大学院における共通
科目「教科教育の実践と課題」において、熟
練教師のみえを分析する取り組みを行った。
授業内における試行のため、評価までは行っ
ていないが、今後の調査を行う上での基礎デ
ータを収集した。 
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